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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
・ 平滑筋に関する研究を臓器横断的に議論する点 
・ 平滑筋に関する研究上の課題を基礎から臨床にわたるトランスレーショナルな研究で解決し、社会
的に有意義な成果へとつなげる事を推進している点 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
膀胱平滑筋や血管平滑筋に関する研究はそれぞれの臓器に特化した学会の中で発表が行われていると
推測されます。消化管であれば American Neurogastroenterology and Motility Society あるいは 
European Neurogastroenterology and Motility Society が存在しますが、いずれも臓器に特化した学会に
なります。当学会の総会においてしばしば海外からの特別講演者を招待する活動を行っていますが、基
礎医学、臨床医学の領域の研究者が一堂に会し、平滑筋に関する研究を横断的に議論する当学会のよう
な学術集会は海外においても稀であると考えています。 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

日本平滑筋学会は、消化管、膀胱、子宮、気管支、虹彩など全身に分布する平滑筋の研究者が集う学会
です。平滑筋を共通のキーワードに、専門とする臓器を問わずに多様な分野（医学系、薬学系、農学系、
理工系）の研究者が会員であることが多くの臓器別の学会とは異なる大きな特徴と考えています。総会
は毎年 1 回開催されますが、会長は臨床系と基礎系で交互としています。ここ 5 年間の総会における
演題発表者の所属は、臨床医学系 30%、基礎医学系 28%、薬学系 19%、農学系 11%、理工系その他
12%とそれを裏付けています。ここ数年は「基礎と臨床の融合」をテーマとして掲げて活動を行なって
います。このテーマの目的は、多様な分野の研究者が一同に介して議論を行い、研究で得られた新たな
知見から平滑筋に関連する課題を解決し、社会的に有意義な成果へとつなげ貢献することにあります。 
研究対象の臓器としては、消化管、血管、膀胱が多く、これらの平滑筋収縮機構を検討する研究が主で
す。消化管における研究方法としては、平滑筋収縮を測定する方法と平滑筋活動の結果としての消化管
内容物の移動を測定する方法の 2 つがあります。前者としては消化管内腔の内圧を測定する方法が代
表的ですが、この際には多くの箇所で測定し情報量を増やすことが緻密な解析には重要です。以前は 4-
5 cm だった隣接する測定箇所の距離が、最近になって 1 cm 程度で測定可能な high resolution 
manometry と言われる装置が導入され、食道や大腸の収縮測定に応用され、飛躍的に増加した情報量
に基づき新知見が得られています。消化管内容物の移動を測定する方法としては、アイソトープを用い
胃から十二指腸への移動（胃排出）あるいは小腸・大腸での内容物の移動（トランジット）を測定する
シンチグラムがもっとも優れた方法ですが、社会的事情もあって現状では施行困難です。それに代わる
方法として、呼気試験や超音波による測定方法が提唱されています。これらの方法・結果解釈の標準化
を学会として試みています。また、消化管平滑筋機能異常が関与すると考えられている各種疾患（便秘、
下痢、機能性胃腸症、過敏性腸症候群、偽性腸閉塞症、など）における新たな知見も総会で発表されて



います。消化管、血管、膀胱の収集制御機構を解明する試みは毎年の総会で発表されています。各種拮
抗剤を用いて関与する受容体を明らかにする研究が主流ですが、最近注目浴びているトピックスとし
て、知覚神経上に分布する TRP（transient receptor potential）チャンネルがあり、TRP チャンネルの
平滑筋収縮における役割についての発表も毎年行われています。また、平滑筋収縮制御における神経系
（自律神経系、腸管神経系）、特に腸管神経系の重要性は以前から指摘されています。腸管神経系のペ
ースメーカー細胞と考えられているカハールの介在細胞に関する研究も進んでいます。また、腸管神経
系を消化管内視鏡観察で可視化する新しい技術についての発表が最近増えてきています。さらに最近
では、腸内細菌やアレルギー、各種免疫機構を介した広義の消化器病態研究が活発化しています。これ
らの病態生理に平滑筋機能は直接的あるいは間接的に深く関わっており、基礎と臨床のトランスレー
ショナルな研究が行われています。これら平滑筋収縮制御機構の解明は、平滑筋異常収縮が症状の原因
となっている上記の消化管疾患、過活動膀胱などの泌尿器疾患における創薬へと発展しうるものです。
また、血管平滑筋収縮制御機構の解明も血圧制御の観点から創薬につながります。当学会で発刊してい
る英文誌の Journal of Smooth Muscle Research Society掲載論文の中で優れたものを優秀論文賞として
表彰しています。最近 5年間の受賞論文の研究対象となった種・臓器は、モルモット頸部動脈、マウス
気管支、ヒト子宮、モルモット大腸、ラット消化管、マウス大腸、ウシ毛様筋、と多様性を象徴してい
ます。 
ｄ.学会運営上留意している点 

若手研究者の学会年会費を減額するなど、若手研究者の確保には力を入れています。総会では若手研究
者を対象とした優秀演題賞を設け、そこでの発表演題は必ず口演として発表してもらいます。これは、
若手研究者の学会発表がポスターで行われることが多くなり口演発表の機会が減少したと言う会員か
らの声に応える意味があります。また、貴重な口演発表の機会が若手研究者の研究意欲を掻き立てるこ
とも期待してのものです。また、毎年 1 回の総会の中で、優秀演題賞発表とは別に若手の会シンポジウ
ムを設けて発表を行っています。さらに、総会とは別の時期に学会事務局からの資金援助を行って若手
の会を開催しており、若手研究者の交流促進に努めています。 
以前は、和文誌と英文誌の双方を印刷・発刊し、どちらにも研究論文の掲載が可能な体制としていまし
た。しかしながら、印刷にかかる費用が学会運営を圧迫し始めたこと、和文での研究発表の意義がなく
なりつつあることを踏まえて和文誌を廃止し、英文誌も online journal のみとしています。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

日本医学会連合加盟学会宛に昨年、「領域横断的なフレイル・ロコモ対策の推進に向けたワーキンググ
ループ」からの参画依頼がありました。それに参画させて頂いており今後活動予定です。 

 


